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１ 目的 

  2018年 12月からNHKや日本テレビ系列を除く民放系列、東北新社、スカパー！など 9社が

新 4K8K 衛星放送を開始し、2019 年 9 月 1 日には BS 日テレも開局して、4K8K 時代が本格的に

始まった。高精細、高音質を掲げる 4K8Kチャンネルのキラーコンテンツは、スポーツ中継である。

その中でも 9月 20日に日本で初めて開催されるラグビーワールドカップ 2019日本大会の 4Kへの

取り組みは注目を浴びている。今年の日本大会では、全 48 試合をすべて 4K シグナルで映像中継

を実施、ライツホルダーに 4Kシグナルで配信する。ラグビーW杯としては史上初である。スポー

ツ中継も本格的に 4K 時代に突入した。本稿では、ラグビーワールドカップ 2019 大会の国際映像

（ホスト映像）4K制作のスキームを検証する。                                         

２ 方法 

 ラグビーワールドカップ 2019 日本大会のホストブロードキャスターIGBS（Internatinal 

Games Broadcast Services）は、初めて国際映像（ホスト映像）制作を担当する。本稿では、IGBS

の Project Directorへのインタビューや IGBSからの資料提供、ラグビーワールドカップ 2019組

織委員会からの資料提供を元に分析する。                                             

３ 調査・分析の結果 

 全 48試合を 4K中継を達成するためには、全国 12カ所のスタジアムに 4K中継システムを配備

し、12カ所のスタジアムと東京・調布に建設した IBC（Internatinal Broadcasting Center）と高

速光ファーバーで結ぶ必要がある。ラグビーW杯組織員会では、通信インフラの整備に多額の投資

を行う必要があった。通信インフラの整備が 4K時代には肝要になる。 

 また高精細画質の小型カメラやスパーダーカメラなどの特殊カメラ、スロー再生装置がスポーツ

中継には必須だが、今回ようやく可能になった。機材開発も 4K時代の今後の課題となる。                      

４ 結論 

 新 4K8K放送を定着するためには、4K8Kの魅力的なコンテンツ開発が極めて重要である。 

 来年は 2020 東京五輪大会、4K8K が五輪史上初めて全面に出てくるのは確実な中で、この 1 年

で機材開発、通信インフラの整備を官民一体でさらに進め、すべての競技で、高精細、高音質の放

送を実現して、2020東京五輪大会のレガシーにしなければならない。 
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